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決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理

二
二
　
　
（
八
六
八
）

決
　
定

ノレ

1
ノレ

の
　
構
　
成
　
原
　
理

由日

根

泰

教

　
全
員
一
致
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
少
数
派
の
支
配
を
永
久
的
な
措
置
と
す
る
こ
と
は
、
ま
つ
た
く
容
認
し
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
多
数
決
主

義
（
日
ε
・
ユ
な
鷺
言
ユ
巳
o
）
を
斥
け
れ
ぽ
、
残
る
も
の
は
な
ん
ら
か
の
形
に
お
け
る
無
政
府
制
な
い
し
専
制
主
義
だ
け
と
な
り
ま
す
ー
リ
ン
カ
ー
ン
、
第

一
次
大
統
領
就
任
演
説
、
一
八
六
一
年
三
月
四
日
（
高
木
八
尺
、
斉
藤
光
訳
『
リ
ン
カ
ー
ン
演
説
集
』
一
〇
一
－
二
頁
。
）

　
物
事
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
に
従
つ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
政
治
的
決
定
が
行
わ
れ
る
単
位
で
あ
る

委
員
会
、
議
会
、
選
挙
な
ど
は
ル
ー
ル
が
明
瞭
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
論
ず
る
問
題
は
、
政
治
的
決
定
の
単
位
で
あ
る
、
あ

る
集
団
が
決
定
を
下
す
場
合
に
、
い
か
な
る
ル
ー
ル
を
採
用
す
べ
ぎ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ロ
ー
（
寄
言
①
浮
旨
≧
8
毒
）
が
い
み
じ
く
も

　
　
　
　
（
1
）

述
べ
た
よ
う
に
、
「
政
治
的
」
決
定
を
す
る
た
め
に
典
型
的
に
用
い
ら
れ
る
方
法
が
「
投
票
」
（
ぎ
二
粛
）
で
あ
る
と
し
た
ら
、
い
つ
た
い
ど
れ
だ
け

の
人
間
の
意
思
表
明
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
集
団
の
決
定
が
成
立
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
す
ぺ
て
の
人
」
の
合
意
に
よ
る
べ

き
か
、
「
多
数
に
よ
つ
て
」
成
立
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
一
人
の
発
議
」
に
よ
つ
て
も
決
ま
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
は
、
実
に
政
治
学
上



の
古
典
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
ル
ー
ル
を
採
用
す
べ
き
か
の
基
準
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
そ

の
こ
と
が
議
論
を
混
乱
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
決
定
の
た
め
の
ル
ー
ル
と
は
、
一
般
的
な
形
式
で
表
現
す
れ

ば
、
n
人
か
ら
成
り
立
つ
集
団
が
あ
る
政
策
を
実
施
す
る
か
否
か
の
決
定
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
最
低
限
の
数
を
k
と
定
め
る
。
そ
う
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

決
定
の
た
め
の
ル
ー
ル
k
は
、
理
論
的
に
は
n
個
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
は
過
半
数
未
満
の
場
合
を
少
数
決
定
（
ヨ
ぎ
し

＆
q
歪
◎
の
ル
ー
ル
と
呼
び
、
過
半
数
以
上
の
場
合
を
多
数
決
（
筥
ε
＆
蔓
芭
。
）
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
半
数
よ
り
大
ぎ
い
値
k
は

各
種
存
在
す
る
が
、
一
般
に
は
そ
の
中
か
ら
三
分
の
二
と
か
四
分
の
三
と
か
が
「
特
別
多
数
」
（
。
Q
需
9
国
一
。
吋
2
帥
ま
a
ヨ
a
。
ユ
蔓
）
と
し
て
採
用

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
全
員
一
致
」
（
琶
讐
ぎ
。
霧
）
の
ル
ー
ル
は
、
多
数
決
の
特
別
な
形
態
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
の
も
つ
特
種
な
性

質
か
ら
、
多
数
決
と
は
独
立
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
n
個
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
ル
ー
ル
k
を
何
ら
か
の
基
準
に
よ
つ
て
比
較
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
本
論
の
中
心
的
課
題
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
「
多
数
決
」
や
「
全
員
一
致
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
別
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
一

の
基
準
に
よ
つ
て
比
較
可
能
な
形
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
少
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ル
ー
ル
設
定
の
た
め
の
選
択
を
「
立
憲
的
選

（
3
）

択
」
（
8
霧
菖
ξ
ぎ
墨
＝
ぎ
冨
）
と
名
づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
「
立
憲
的
選
択
」
は
き
わ
め
て
単
純
な
形
態
を
と
る
も
の
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
か
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
各
個
人
の
選
好
に
依
存
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
選
好
が
、
「
合
理
的
」

な
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
倫
理
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
つ
「
価
値
」
に
よ
つ
て
社
会
的
選
択
を
導
ぎ
出
す
と
い
う
、
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
（
B
Φ
爵
＆
9
。
讐
8
一
ぎ
象
く
箆
轟
房
ヨ
）
の
立
場
を
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
と
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
採
用
す
る
基
準
と
は
、
各
個
人
が
．
利
己
的
”
（
の
①
ヨ
誓
）
で
あ
ろ
う
と
厚
利
他
的
”
（
箔
益
匿
◎

で
あ
ろ
う
と
、
自
己
の
好
む
政
策
が
、
そ
の
集
団
の
決
定
と
し
て
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
最
大
化
さ
れ
る
も
の
、
逆
に
言
え
ば
、
彼
の
好
ま
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

政
策
が
そ
の
集
団
の
決
定
と
し
て
実
施
さ
れ
る
可
能
性
を
最
小
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
で
ぎ
る
。
こ
の
「
立
憲
的
選
択
」
の
場
合
、
将
来
に

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
八
六
九
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
八
七
〇
）

っ
い
て
の
情
報
は
ぎ
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
将
来
の
自
己
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
、
あ
る
選
択
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
慨
ー
ル
ズ
（
甘
ぎ
寄
註
の
）
の
い
う
「
不
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
（
＜
毘
9

蒔
ぎ
声
暑
①
）
と
同
様
の
発
想
を
基
礎
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
決
定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
分
析
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
ダ
グ
ラ
ス
・
レ
ー
（
U
。
茜
一
霧
≦
・
勾
器
）
で
あ
る
。
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
、
決
定
ル
ー
ル
や
多
数
決
に
つ
い
て
の
議
論
の
多
く
が
、
ア
β
1
の
「
不
可
能
性
の
定
理
」
（
≧
8
蔑
の
ぎ
冒
隆
呂
一
ぐ
↓
富
・
お
巳
）
に
関
わ

る
も
の
が
多
く
、
セ
ン
（
》
旨
巽
け
旨
国
あ
窪
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
二
方
で
畏
敬
の
念
を
生
じ
さ
せ
、
一
方
で
は
異
論
を
も
呼
び
、
そ
の
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

レ
ン
マ
を
回
避
す
る
途
を
探
す
こ
と
に
対
す
る
驚
く
べ
ぎ
多
量
の
研
究
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
」
の
は
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
議
論
の
方
向
は
、
ア
冒
1
の
「
不
可
能
性
の
定
理
」
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
「
投
票
の

　
　
　
　
（
1
1
）

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
（
冨
【
銭
貫
a
＜
＆
お
）
が
発
生
す
る
三
つ
以
上
の
選
択
肢
を
扱
わ
ず
、
二
つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
選
択
と
い
う
こ
と
に
議

論
の
範
囲
を
狭
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

　
こ
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
く
研
究
は
、
メ
イ
（
内
9
葛
毎
ρ
蜜
亀
し
ゅ
詔
）
と
か
、
レ
ー
（
U
。
罐
一
器
寄
9
お
8
）
と
か
、
あ
る
い
は
ス
ト
レ

　
　
　
（
1
4
）

イ
フ
ィ
ン
（
評
崖
骨
雪
望
益
臼
昌
」
7
一
〇
ミ
）
な
ど
の
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
　
一
般
的
に
ア
冒
1
の
研
究
を
基
礎
に
す
る
も
の
に

比
べ
た
ら
、
は
る
か
に
少
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
論
で
は
主
と
し
て
、
レ
ー
の
方
法
を
基
礎
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
溶
窪
器
9
い
》
霞
o
ヨ
o
o
o
織
ミ
O
ぎ
賊
R
§
軋
ミ
禽
q
匙
黛
ミ
く
ミ
§
ω
（
2
0
≦
国
鎖
く
窪
”
吋
呂
o
d
艮
話
械
a
蔓
℃
お
ω
ω
」
3
一
』
昌
山
a
‘
お
の
ω
y
や
一
●
長
名

　
寛
明
訳
『
社
会
的
選
択
と
個
人
的
評
価
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
）
。

（
2
）
∪
○
＝
笹
霧
名
、
国
”
ρ
．
、
U
Φ
9
巴
o
嵩
肉
三
⑦
ω
”
ロ
α
ぎ
島
く
一
儀
轟
一
く
巴
器
ω
冒
O
o
霧
葺
暮
一
〇
葛
一
〇
ぎ
一
8
、
．
．
』
ミ
ミ
馬
ミ
蕊
、
◎
ミ
持
ミ
⑦
亀
§
R
肉
軸
蔑
鳴
§
①
o
。

　
（
ち
＄
y
マ
お
．

（
3
）
u
o
轟
蚕
ω
名
●
園
器
し
ミ
斜
マ
“
。
。
．
…
蜜
屋
o
の
鍔
閃
琴
冨
ロ
”
昌
”
区
O
o
鼠
8
↓
邑
8
F
S
雨
q
ミ
ら
ミ
義
亀
q
§
鷺
ミ
（
》
巷
》
吾
o
＝
d
巳
く
Φ
邑
蔓
o
h

　
鼠
一
9
蒔
き
零
①
ω
ω
」
。
爲
y
O
び
ゆ
℃
8
『
。
。
…
掛
葺
Φ
ω
鍔
ω
8
訂
轟
p
．
、
》
昌
ぎ
e
く
置
琵
一
一
ω
§
↓
冨
o
蔓
o
h
℃
o
一
三
。
巴
ギ
0
8
ω
ω
℃
、
．
ぎ
u
麩
箆
田
の
8
ロ
a
‘



　
　
ペ
ミ
咄
ミ
賊
翁
皇
、
亀
ミ
偽
ミ
層
ざ
魅
ミ
箋
（
国
旨
屯
o
乏
o
＆
Ω
一
R
曇
勺
お
三
一
8
－
＝
巴
一
」
O
①
。
y
P
畢
大
森
弥
、
青
木
栄
一
、
大
嶽
秀
夫
訳
『
現
代
政
治
理
論
の
構
想
』
（
勤
草

　
　
書
房
）
五
一
頁
。
冒
日
窃
竃
・
切
8
9
轟
P
ミ
㎞
Q
Q
ミ
誉
魚
卜
＆
ミ
受
（
O
獣
8
⑳
9
¢
巳
＜
R
ω
一
受
9
0
露
8
α
q
O
等
①
器
矯
這
誤
y
加
藤
寛
監
訳
『
自
由
の
限
界
』

　
　
（
秀
潤
社
）
五
二
頁
。

（
4
）
方
伝
論
的
個
人
主
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
の
こ
と
。
冒
ヨ
o
。
。
鍔
ω
β
窪
”
轟
目
㌦
．
ぎ
島
く
箆
舞
ヲ
ニ
o
↓
ぽ
Φ
o
曙
象
℃
o
一
三
〇
巴
勺
3
8
ω
ω
｝
、
．
蝋
ミ
罫
前
掲

　
　
論
文
。
国
畦
一
丙
勺
8
℃
段
『
ミ
ミ
ャ
ミ
ミ
電
馬
顛
岡
駄
ミ
魯
詠
ミ
（
い
O
＆
O
巨
勾
O
昌
一
a
鴨
卸
内
Φ
閃
即
ロ
勺
四
葺
ち
岡
y
久
野
収
、
市
井
三
郎
訳
『
歴
史
主
義
の
貧
困
』

　
　
（
中
央
公
論
社
）
。
ω
冨
く
窪
い
ロ
犀
霧
・
ミ
ミ
唱
ミ
黛
ミ
ぴ
ミ
（
Z
o
妻
K
o
詩
”
閏
帥
ε
R
伽
勾
o
ヨ
一
㊤
お
y
O
ゴ
”
冥
震
§

（
5
）
利
他
主
義
（
巴
環
巳
ω
日
）
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
論
的
考
察
は
、
次
の
論
文
な
ど
が
参
考
と
な
る
。
関
谷
登
「
”
利
他
主
義
ダ
の
合
理
性
」
（
『
東
北
学
院
大
学
論
集
　
経
済
学
』
第

　
　
七
六
号
、
昭
和
五
三
年
三
月
）
。

（
6
）
∪
2
α
q
一
霧
≦
．
閃
器
一
〇
》
亀
、
こ
P
島
・

（
7
）
と
ぎ
容
琶
ω
、
』
§
ミ
倦
魚
、
麩
欺
ミ
（
9
葺
ぼ
置
鴨
”
＝
畦
く
鷺
α
d
巳
＜
Φ
邑
蔓
刃
霧
ω
」
§
）
』
N
↑

（
8
）
　
U
o
仁
笹
霧
≦
。
菊
餌
ρ
魯
■
亀
牒
．

（
9
）
囚
Φ
目
①
9
い
》
畦
o
揖
息
』
萱

（
1
0
）
≧
髭
耳
塩
qo
o
P
9
軸
肉
8
ミ
睾
誉
ミ
ミ
黛
ミ
馬
量
（
○
臥
o
巳
“
○
汽
o
a
q
巳
奉
房
一
な
℃
器
聲
お
お
）
・
唱
P
o
。
～
簿
杉
山
武
彦
訳
『
不
平
等
の
経
済
理
論
』
（
目
本

　
　
経
済
新
聞
社
）
一
八
頁
。

（
n
）
投
票
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
存
在
は
、
ギ
ル
ボ
ー
（
ρ
↓
昼
〇
三
一
『
猛
）
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
コ
ン
ド
ル
セ
　
（
属
畦
ρ
三
号
O
o
＆
o
零
2
）
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
て
い
た

　
　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ρ
日
サ
の
∈
一
ぎ
＝
“
．
．
月
ぎ
o
ユ
①
。
・
亀
些
Φ
O
窪
輿
巴
冒
9
冨
ω
貯
”
四
＆
夢
①
U
o
讐
8
一
勺
3
躍
の
日
9
》
⑫
鴨
o
α
q
緯
δ
P
、
、
冒
勺
ゆ
三
男

　
　
冨
N
畦
珠
Φ
こ
餌
巳
z
①
一
一
譲
。
＝
窪
q
a
の
‘
笥
ミ
匙
鳶
ω
き
ミ
ミ
》
§
＆
魯
ミ
象
職
ミ
的
魯
ミ
衛
（
9
目
耳
箆
α
Q
9
鍔
一
一
ギ
Φ
ω
の
、
一
8
①
）
℃
つ
N
爵
～
ω
。
ご

　
　
国
Φ
p
器
跨
旨
＞
霞
o
名
｝
息
．
偽
舞

（
1
2
）
国
。
暮
Φ
爵
P
霞
曙
噛
、
．
＞
ω
9
。
＝
＆
8
Φ
邑
8
け
z
。
8
ω
ω
賃
『
四
且
ω
‘
臼
。
ご
旨
9
且
三
。
霧
暁
。
『
ω
冒
巳
Φ
宮
a
・
『
一
C
o
9
芭
8
、
、
野
§
。
§
ミ
ミ
一

　
　
N
O
（
一
〇
認
）
｝
℃
P
O
Q。
O
～
O
o。
↑

（
1
3
）
　
U
o
ロ
笹
霧
閑
帥
ρ
§
。
亀
、
，

（
14
）
℃
鹿
ξ
P
ω
『
”
臼
P
冒
昌
．
、
竃
ε
o
ユ
蔓
”
三
〇
簿
区
O
雪
R
巴
U
①
9
ω
一
9
開
三
Φ
ω
）
、
．
§
ミ
礎
§
軋
b
禽
ミ
§
讐
。
。
（
一
。
ミ
）
、
℃
P
。。
田
～
ω
＄

　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
八
七
一
）



決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理

二
六
　
　
（
八
七
二
）

二

　
ま
ず
、
こ
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
つ
て
、
各
個
人
の
価
値
を
想
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
価
値
の
内
容
は
、
す
で
に
示
し
て
き
た
よ
う

に
、
仔
利
己
的
”
で
あ
る
か
、
〃
利
他
的
”
で
あ
る
か
μ
あ
る
い
は
複
雑
な
も
の
か
”
、
“
単
純
な
も
の
か
”
、
“
全
般
的
な
も
の
か
”
、
“
特
定
の
も
の

か
”
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
の
も
つ
価
値
の
一
覧
表
と
政
策
の
実
施
と
は
次
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

個
人
は
自
分
の
価
値
の
一
覧
表
と
実
施
さ
れ
る
政
策
の
リ
ス
ト
と
の
関
係
を
最
適
化
し
よ
う
と
望
む
と
仮
定
す
る
。

FEDCBA
個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

個
人
の
価
値
に
よ
れ
ば
、

あ
る
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
政
策
は
実
施
さ
れ
な
い
場
合
。

あ
る
政
策
に
反
対
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
。

あ
る
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
。

あ
る
政
策
に
反
対
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
政
策
は
実
施
さ
れ
な
い
場
合
。

あ
る
政
策
に
つ
い
て
は
無
差
別
で
あ
る
が
、
そ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
。

あ
る
政
策
に
つ
い
て
は
無
差
別
で
あ
る
が
、
そ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
。

　
レ
ー
の
分
類
で
あ
る
と
、
A
か
ら
D
ま
で
の
四
つ
が
個
人
の
価
値
と
政
策
の
関
連
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
個
人
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

合
、
「
無
差
別
」
（
一
包
霞
巽
①
葺
）
と
い
う
判
断
が
あ
つ
て
し
か
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
E
と
F
の
例
が
考
え
ら
れ
る
が
、
個
人
に
と
つ

て
は
、
E
と
F
の
結
果
に
つ
い
て
は
無
差
別
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
個
人
に
と
つ
て
の
最
良
の
決
定
ル
ー
ル
と
は
、
A
と
B
が
起
き

る
こ
と
が
最
小
で
、
C
と
D
が
起
き
る
こ
と
が
最
大
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
で
ぎ
る
。
こ
の
場
合
、
各
種
の
結
果
が
起
ぎ
る
頻
度
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
A
が
多
く
起
ぎ
れ
ば
、
C
は
少
な
く
な
り
、
B
が
多
け
れ
ば
、
D
は
少
な
く
な
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、



い
ず
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
計
算
で
も
同
様
の
結
果
に
な
る
と
い
え
る
が
、
採
用
す
べ
き
ル
ー
ル
、
特
に
「
全
員
一
致
」
の
場
合
に
ば
E
と
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
虐

を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
問
題
と
な
り
う
る
の
で
、
C
と
D
で
は
な
く
、
A
と
B
の
組
み
合
わ
せ
頻
度
を
最
小
に
す
る
も
の
を
ル
ー
ル
と
し
て
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

用
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
定
ル
ー
ル
の
選
択
の
た
め
の
基
準
（
。
葺
豊
8
）
は
、
レ
ー
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
基
準
　
個
人
の
価
値
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
る
政
策
を
、
委
員
会
が
実
施
し
な
い
場
合
㈲
と
、
個
人
の
価
値
に
よ
つ
て
反
対
さ
れ
る
政
策
を
、

　
　
委
員
会
が
実
施
す
る
場
合
⑥
の
期
待
頻
度
の
合
計
を
最
小
化
す
る
決
定
ル
ー
ル
を
個
人
は
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
基
準
そ
の
も
の
は
、
規
範
的
（
8
善
讐
ぞ
①
）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
基
準
に
よ
り
多
数
決
を
は
じ
め
と
す
る

決
定
ル
ー
ル
の
評
価
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
準
に
基
づ
い
て
分
析
を
進
め
る
上
で
の
前
提
と
な
る
べ
き
条
件
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
方
法
論
的
な
前
提
と
し
て
は
、
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
基
準
は
、

各
個
人
の
価
値
と
、
集
合
的
選
択
（
8
幕
＆
毒
畠
・
凶
8
）
に
つ
い
て
の
直
接
の
関
連
を
基
礎
に
し
て
い
る
わ
け
で
、
個
人
の
価
値
が
何
で
あ
る

か
は
問
わ
な
い
。
そ
し
て
、
唯
一
の
基
準
は
、
個
人
の
求
め
る
方
途
に
よ
つ
て
の
み
集
合
的
選
択
が
成
立
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
言
い
変
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
ば
、
そ
れ
は
「
政
治
的
個
人
主
義
」
（
写
一
三
S
＝
＆
三
α
轟
房
ヨ
）
と
名
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
　
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」

と
「
政
治
的
個
人
主
義
」
と
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
が
、
両
者
の
基
本
的
発
想
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
え
る
。
で
は
、
「
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

個
人
主
義
」
と
「
経
済
的
個
人
主
義
」
（
⑦
8
ぎ
巨
ユ
＆
三
身
呂
弩
）
に
つ
い
て
も
、
い
か
な
る
差
異
が
存
在
す
る
の
か
、
検
討
し
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
が
、
一
般
的
に
「
経
済
的
個
人
主
義
」
が
前
提
と
す
る
も
の
は
、
「
利
益
の
最
大
化
」
を
目
指
す
、
目
的
合
理
性
に
依
る
も
の
が
多
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

え
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ロ
ー
に
し
て
も
、
マ
ン
カ
ー
・
オ
ル
ソ
ン
（
竃
き
8
畦
○
一
の
8
）
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ダ
ウ
ン
ズ
（
》
暮
ぎ
昌
U
。
≦
拐
）
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

い
は
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
タ
ロ
ッ
ク
（
冒
ヨ
8
罫
曽
9
碧
き
蝉
＆
O
。
a
8
↓
色
。
鼻
）
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
「
経
済
的
個
人
主
義
」
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
示
し
た
個
人
の
価
値
か
ら
導
ぎ
出
さ
れ
る
「
政
治
的
個
人
主
義
」
も
、
全
く
「
経
済
的
個
人
主
義
」
の
発
想
と
は
無
縁
で

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
八
七
三
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
八
七
四
）

は
な
い
し
、
「
政
治
的
個
人
主
義
」
自
体
が
「
経
済
的
個
人
主
義
」
と
い
う
よ
り
広
い
理
論
体
系
の
一
部
を
成
す
と
も
考
え
ら
れ
う
る
が
、
こ
こ

で
用
い
る
仮
定
は
、
「
個
人
の
効
用
の
最
大
化
」
で
も
、
「
効
用
の
個
人
比
較
」
で
も
な
い
。
単
に
、
「
自
分
の
希
望
す
る
こ
と
」
の
み
で
あ
り
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
投
票
」
と
い
う
方
法
に
代
表
さ
れ
る
「
政
治
的
」
方
法
は
、
多
く
の
経
済
学
的
問
題
を
回
避
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
「
決
定
作
成
の
た
め
の
費
用
」
（
q
8
互
。
㌣
ヨ
躊
一
轟
8
8
や
「
外
部
費
用
」
（
。
答
①
旨
巴
8
の
一
）
と
い
つ
た
経
済
的
問

（
11
）

題
に
は
立
ち
到
ら
な
い
。

　
第
二
の
条
件
と
し
て
は
、
「
政
治
的
平
等
」
（
宕
一
三
畠
一
8
轟
一
一
な
）
が
前
提
と
な
る
。
平
等
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
義
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

は
、
政
治
的
平
等
と
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
の
選
好
は
等
し
い
価
値
を
も
つ
」
、
あ
る
い
は
、
「
各
個
人
の
選
択
に
あ
た
え
ら
れ
る
比
重
ば
同
等

　
（
1
3
）

で
あ
る
。
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
原
則
に
よ
る
「
擬
制
」
に
よ
り
、
各
個
人
の
質
的
な
差
を
考
察
対
象
と
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、
頭
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
数
え
る
と
い
う
量
的
な
把
握
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
条
件
は
、
ま
た
、
メ
ィ
の
唱
え
る
「
匿
名
性
（
弩
・
三
且
な
）
の
条
件
」
と
関
連
を
も
つ
。

す
な
わ
ち
、
ど
の
個
人
が
ど
の
個
人
的
選
好
を
も
つ
て
い
る
か
は
問
題
で
は
な
く
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
各
個
人
の
選
好
の
全
体
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
メ
イ
の
場
合
、
多
数
決
の
み
が
、
こ
の
「
匿
名
性
」
の
条
件
と
他
の
三
つ
の
条
件
を
同
時
に

満
た
す
と
い
う
結
論
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
第
三
の
条
件
は
、
ダ
ー
ル
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
人
民
主
権
」
（
宕
2
専
8
語
悉
讐
昌
）
の
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
政
府
の
政
策
と
し
て
選

択
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
選
択
肢
が
、
そ
の
構
成
員
に
よ
つ
て
最
も
選
好
さ
れ
た
選
択
肢
で
あ
る
」
場
合
を
指
す
。
そ
れ
は
、
ア
・
1
の
い
う
「
市
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）

民
主
権
」
（
。
三
器
拐
．
ω
。
＜
。
邑
讐
蔓
）
の
条
件
に
近
い
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
仮
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
自
主
統
治
を
行
う
社
会
」
（
ω
①
一
㍗
讐
奉
3
－

　
　
　
　
　
（
1
8
）

一
粛
8
旨
筥
毒
ξ
）
で
あ
り
、
　
ま
た
、
　
構
成
員
の
選
択
が
そ
の
ま
ま
そ
の
社
会
の
決
定
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

は
、
逆
に
い
え
ば
、
代
表
制
民
主
主
義
の
よ
う
に
、
構
成
員
の
選
択
は
代
表
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
間
接
的
な
関
係
を
も
つ
と

は
、
仮
定
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
き
わ
め
て
単
純
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
え
る
し
、
個
人
の
価
値
と
集
合
的
選
択
ば
直
接
的
関
連
を
も
つ



こ
と
に
よ
る
理
論
上
の
長
所
と
欠
点
が
あ
わ
せ
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
．
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こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
を
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
チ
ス
　
（
幻
一
3
簿
巳
甲
O
畦
二
の
）
が
と
つ
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
は
「
無
差
別
」
で
は
な
く
「
棄
権
」
を
あ
げ
て
い
る
。
し

　
　
　
　
　
か
し
、
個
人
の
価
値
に
と
つ
て
の
一
覧
表
に
は
「
無
差
別
」
が
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
無
差
別
」
と
「
棄
権
」
は
同
一
で
は
な
い
こ
と
は
別
の
機
会
に

　
　
　
　
　
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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こ
れ
は
、
只
レ
ー
ト
最
適
と
全
員
一
致
一
の
問
題
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
り
明
確
に
な
る
が
、
こ
れ
も
、
「
無
差
別
」
と
「
棄
権
」
の
問
題
と
の
関
連
で
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ

　
　
　
　
　
と
に
す
る
。
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投
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含
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メ
イ
は
「
匿
名
性
」
を
「
中
立
性
」
と
同
等
に
扱
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
の
条
件
と
は
、
「
決
定
性
」
、
「
平
等
性
」
、
「
正
の
関
連
性
」
で
あ
る
。
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こ
こ
で
考
察
す
る
「
立
憲
的
選
択
」
と
は
、
日
常
的
な
政
治
的
決
定
作
成
で
は
な
く
、
日
常
的
な
決
定
が
な
さ
れ
る
時
に
依
存
す
る
ル
ー
ル
を

選
択
す
る
場
合
に
、
各
個
人
が
参
加
す
る
こ
と
を
指
す
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
「
社
会
契
約
論
」
的
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。
各

個
人
が
純
粋
に
立
憲
的
選
択
に
直
面
し
た
時
に
、
各
個
人
は
頭
の
中
で
い
か
な
る
計
算
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
そ
の
ル
ー
ル
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
ど
ん
な
特
殊
な
争
点
が
あ
ら
わ
れ
る
の
か
を
個
人
は
知
る
こ
と
も
予
測
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
ま
た
彼
が
、
生
じ
う
る
争
点
に
つ
い
て
あ
る
程
度
正
確
に
予
測
で
き
る
と
し
て
も
、
集
団
の
他
の
構
成
員
に
た
い
す
る
彼
の
立
場
を
予
測
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す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
に
直
面
し
た
時
、
彼
は
い
か
に
し
て
規
則
を
選
択
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い

う
こ
と
が
間
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
不
確
実
性
」
と
「
不
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
条
件
と
な
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
決
定
ル
ー
ル
に
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）

つ
い
て
の
モ
デ
ル
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
レ
ー
は
、
次
の
六
つ
の
具
体
的
な
条
件
を
主
張
し
て
い
る
。

　
1
　
こ
こ
で
扱
う
政
治
的
委
員
会
と
は
、
集
合
的
な
政
策
決
定
を
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
2
　
そ
の
委
員
会
は
一
連
の
政
策
の
提
案
を
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
を
実
施
す
る
か
否
決
す
る
か
は
自
由
で
あ
る
。

　
3
　
こ
の
提
案
（
審
議
事
項
）
の
リ
ス
ト
は
、
決
定
ル
ー
ル
が
選
択
さ
れ
る
時
に
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
4
　
提
案
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
つ
い
て
の
各
個
人
の
選
好
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。



65
そ
の
委
員
会
は
、
同
等
の
n
人
の
構
成
員
を
含
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
は
、
各
提
案
を
支
持
し
た
り
、

n
と
は
少
な
く
と
も
三
人
以
上
（
蕊
y
ω
）

反
対
し
た
り
す
る
。

で
あ
る
。

　
こ
こ
に
示
し
た
条
件
は
、
す
で
に
示
し
た
規
範
的
基
準
と
あ
わ
せ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
は
こ
こ
で
選
択
す
べ
き

各
種
の
「
決
定
ル
ー
ル
」
の
中
か
ら
、
自
分
の
価
値
と
の
関
連
で
、
A
お
よ
び
B
が
発
生
す
る
頻
度
が
最
小
の
ル
ー
ル
を
選
ぶ
も
の
と
推
論
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
n
人
か
ら
成
る
委
員
会
で
、
決
定
ル
ー
ル
k
に
よ
る
A
と
B
の
起
ぎ
る
期
待
頻
度
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
般
の
多
数
決
原
理
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
各
構
成
員
は
お
の
お
の
提
案
に
つ
い
て
支
持
者
と
反
対
者
に
分
か
れ
る
も
の
と
仮
定

で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
政
策
提
案
に
対
し
て
支
持
の
集
合
の
分
布
は
、
次
の
二
つ
の
基
準
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
集
合
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3
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の
O
規
模
（
k
に
等
し
い
か
、
大
き
い
か
と
い
う
よ
う
な
）
で
あ
り
、
⇔
包
括
性
で
あ
る
（
ど
の
規
模
の
集
合
は
、
こ
こ
で
一
般
化
し
た
個
人
を
含
む
の
か
否

か
と
い
う
）
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
A
と
B
に
対
応
を
す
る
も
の
を
、
「
支
持
の
集
合
の
集
合
」
（
器
冴
9
ω
唇
写
降
器
芭
と
定
義
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
ル
ー
ル
に
と
も
な
う
望
ま
し
く
な
い
結
果
の
期
待
頻
度
の
比
較
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
各
政
策
提
案
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
各
構
成
員
が
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
各

個
人
が
お
の
お
の
の
提
案
を
支
持
す
る
か
、
不
支
持
に
ま
わ
る
の
か
仮
定
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
そ
の
仮
定
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。　

　
仮
定
－
　
各
構
成
員
は
、
自
己
の
価
値
の
一
覧
表
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
を
支
持
す
る
か
、
不
支
持
に
す
る
か
決
め
る
。
価
値
の

　
　
一
覧
表
は
独
立
に
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
一
人
の
構
成
員
が
あ
る
提
案
を
支
持
す
る
か
（
反
対
す
る
か
）
の
確
率
は
、
い
か
な
る
他
の

　
　
構
成
員
の
確
率
か
ら
も
独
立
で
あ
る
。

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
八
七
七
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
八
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
そ
の
場
合
、
馬
を
構
成
員
が
提
案
を
支
持
す
る
確
率
、
瓦
を
構
成
員
が
提
案
に
反
対
す
る
確
率
と
す
る
。
そ
う
し
た
時
に
、
こ
の
確
率
は
い
か

な
る
値
を
と
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
提
案
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
各
構
成
員
は
支
持
を
す
る
か
、
反
対

す
る
か
は
五
分
五
分
と
考
え
る
と
、
次
の
仮
定
が
で
き
る
。

　
　
仮
定
n
　
各
構
成
員
が
ど
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
確
率
は
ち
よ
う
ど
二
分
の
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
構
成
員
が
そ
れ

　
　
ぞ
れ
の
提
案
に
つ
い
て
、
支
持
を
す
る
か
、
反
対
す
る
は
ず
な
の
で
、
そ
の
提
案
に
反
対
す
る
確
率
も
ち
よ
う
ど
二
分
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
国
”
一
＼
N
“
O
．
㎝

　
　
　
　
、
㊥
u
一
ー
、
的
“
一
l
O
●
q
”
O
●
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
お
そ
ら
く
、
レ
ー
の
理
論
の
中
で
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
仮
定
五
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
レ
イ
フ
ィ
ン
の

批
判
を
中
心
に
第
四
章
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
す
べ
て
の
提
案
に
つ
い
て
の
各
構
成
員
の
反
応
が
集
合
的
に
計
算
さ
れ
、
そ
の
反
応
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
支
持
者
、
も
し
く
は
提
案
者
が
一
人
も
い
な
い
場
合
を
除
く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
仮
定
皿

と
L
て
次
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
。

　
　
仮
定
m
　
少
な
く
と
も
一
人
も
提
案
を
支
持
す
る
者
が
い
な
い
な
ら
、
提
案
は
委
員
会
の
審
議
事
項
に
入
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
提
案

　
　
を
誰
も
支
持
し
な
い
場
合
の
組
み
合
わ
せ
は
な
い
も
の
と
す
る
。

　
以
上
の
三
つ
の
仮
定
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
演
繹
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
の
も
の
は
、
誰
も
提
案
し
な
い
こ
と
は
審
議
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら

引
ぎ
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
演
繹
1
　
π
人
か
ら
な
る
委
員
会
に
お
け
る
反
応
の
お
こ
り
う
る
別
々
の
組
み
合
わ
せ
の
合
計
数
は
、
2
の
犯
乗
か
ら
ー
を
引
い
た
も
の
で

　
　
あ
る
。



＞．

“
鷲
1
一
（
た
だ
し
、
n
は
構
成
員
数
を
表
わ
し
、
N
は
提
案
に
つ
い
て
の
反
応
の
可
能
な
組
み
合
わ
せ
を
表
わ
す
。
）

　
　
演
繹
H
　
あ
ら
ゆ
る
反
応
の
可
能
な
組
み
合
わ
せ
は
等
し
く
起
こ
り
う
る
。
そ
し
て
、
確
率
は
常
に
％
人
の
委
員
会
の
可
能
な
組
み
合
わ
せ

　
　
数
と
逆
の
関
係
に
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
各
構
成
員
の
反
応
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
「
支
持
の
集
合
」
す
な
わ
ち
、
提
案
を
支
持
し
た
者
か
ら
な
る
す
べ
て
の
組
合
せ
を
含

む
も
の
を
探
る
こ
と
に
す
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
三
人
の
構
成
員
か
ら
な
る
委
員
会
の
反
応
と
「
支
持
の
集
合
」
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
大

文
字
は
支
持
を
、
小
文
字
は
反
対
を
表
わ
す
。
）
そ
し
て
、
み
と
β
の
結
果
が
起
き
る
場
合
を
、
「
集
合
の
集
合
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
が
あ
る
提
案
を
支
持
す
る
が
（
支
持
の
集
合
に
所
属
す
る
が
）
、
そ
の
政
策
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
支
持
の
集
合
の
規
模
が
決
定
ル
ー
ル
k
よ
り
小
さ
い
時
）
を
計
算
す
れ
ば
、
ハ
を
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
そ
う

　
合
Z
Y
Z
Z
X
Y
Z

　
集
H
X
X
Y
　
　
　
　
　
す
る
と
次
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
の

　
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
は
、
結
果
五
が
発
生
す
る
時
の
支
持
の
集
合
の
集
合
。

　
支表

⑳
麗
麗
恥
霊
　
∈
は
要
素
を
表
蔓

　
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
～
は
等
し
い
関
係
を
表
わ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
R
〔
の
、
導
＼
〈
神
す
サ
♪
灘
渇
抽
♂
吊
ω
o
伴
卿
〕

　
　
　
決
定
ル
！
ル
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構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
八
七
九
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ニ
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決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
八
八
○
）

　
す
な
わ
ち
、
み
と
は
、
決
定
ル
ー
ル
々
よ
り
小
さ
い
規
模
ρ
の
す
べ
て
の
支
持
集
合
と
、
こ
こ
で
一
般
化
さ
れ
た
個
人
が
そ
の
支
持
集
合
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ま
れ
て
い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
結
果
五
に
対
応
す
る
集
合
の
集
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
が
支
持
し
た
政
策
が
、
実
施
さ
れ
な
い
例
（
結
果
孟
）

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
の
問
題
は
い
く
つ
の
支
持
の
集
合
が
こ
の
集
合
の
集
合
に
属
す
る
か
知
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
値
は
当
然
に
％
人
の
委
員
会
の
決
定
ル

ー
ル
々
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
々
が
ー
の
値
を
と
る
場
合
（
す
な
わ
ち
、
個
人
の
発
議
権
を
認
め
る
ル
ー
ル
の
場
合
）
、
み
は
空
集
合
と
な

る
。
つ
ま
り
、
々
が
ー
の
時
は
、
こ
こ
で
示
し
た
集
合
は
す
べ
て
々
よ
り
大
き
い
の
で
、
～
は
々
よ
り
小
さ
い
値
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
々
が
と
る
す
べ
て
の
値
（
一
く
神
仏
醤
）
に
つ
い
て
、
温
に
属
す
支
持
の
集
合
の
数
は
次
の
よ
う
に
公
式
化
す
る
こ
と
が
で
き

（
6
）

る
。　

　
オ

　
　
N
は
且
の
中
に
あ
る
支
持
の
集
合
の
数
と
す
る
と

　
　
≧
、
瞭
、
　
　
（
ミ
ー
一
）
、

　
　
　
　
、
－
一
（
＼
1
一
）
、
（
器
1
、
）
、

　
こ
の
公
式
は
、
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
を
含
む
規
模
～
の
支
持
の
集
合
を
計
算
し
、
～
の
値
が
趣
ー
一
に
な
る
ま
で
の
総
計
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
を
含
む
支
持
の
集
合
で
、
か
つ
ル
ー
ル
々
の
下
で
は
勝
つ
こ
と
の
で
き
な
い
集
合
が
い
く
つ
あ
る
か
を
示
し
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
、
孟
に
つ
い
て
の
期
待
頻
度
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
孟
の
結
果
が
起
き
る
期
待
頻
度
と
は
「
規
模
n
の
政
治
委

員
会
の
い
か
な
る
構
成
皇
決
定
ル
ル
お
下
で
犠
察
支
持
す
る
選
が
敗
れ
る
期
待
纏
、
器
州
藩
全
筆
結
果
暴

起
き
る
期
待
頻
度
と
す
る
と
、
現
は
次
の
よ
う
に
公
式
化
で
き
る
。

　
　
　
　
　
↑
一
　
　
（
ミ
ー
一
）
、

　
　
　
　
　
図

　
　
　
肉
径
“
、
”
一
（
、
ー
一
）
、
（
醤
ー
＼
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
お
ー
一

　
こ
の
公
式
は
、
い
か
な
る
規
模
の
委
員
会
に
も
、
い
か
な
る
構
成
員
に
も
適
用
が
で
き
る
一
般
化
の
公
式
で
あ
る
。
こ
の
公
式
を
用
い
て
、
決



表2　EAについての値

1211109876543
㌶

．00　　　　．00　　　　．00　　　　．00　　　　．00　　　．00　　　　．00　　　　。00　　　　．00　　　　。00

．14　　　．07　　　．03　　　．02　　　．01　　　．00十　　．00十　　．00十　　．00十　　．00十

．43　　　　．27　　　　．16　　　　．10　　　　．06　　　．03　　　　．02　　　　．01　　　　．01一　　　．00十・

　　　　　　．47　　　　．36　　　　．25　　　　．17　　　．11　　　　．07　　　　．05　　　　．03　　　　．02

　　　　　　　　　　　　　．48　　　　．41　　　　．33　　　．25　　　　．18　　　　．13　　　　．09　　　　．06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。49　　　．45　　　．35　　　．32　　　．25　　　．19　　　．14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。50一　　．47　　　　．43　　　　．37　　　　．31　　　　．25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50一　　．48　　　　．46　　　　．41　　　　．36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50一　　．49　　　　．47　　　　．44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50一　　．50一　　 ．49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50一　　．50一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50一

1
2
3
4
5
6
7
8
9

決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理

10

11

12

定
ル
ー
ル
々
が
ー
か
ら
π
ま
で
の
値
を
と
る
場
合
の
、
結
果
且
が
起
き
る
期
待
頻
度

を
計
算
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
（
た
だ
し
、
構
成
員
は
3
人
か
ら
1
2
人
ま
で
）
。

　
こ
れ
と
全
く
同
様
の
手
続
き
で
、
β
に
つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般

化
さ
れ
た
構
成
員
が
あ
る
提
案
に
反
対
し
（
と
い
う
こ
と
は
、
彼
は
支
持
集
合
の
構
成
員

で
は
な
い
）
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
提
案
が
実
施
さ
れ
る
（
そ
の
集
合
は
少
な
く
と
も
k
以

上
の
構
成
員
を
含
む
）
場
合
を
β
と
す
る
と
、
五
の
時
と
同
様
に
次
の
よ
う
に
定
式
化

で
き
る
。

　
　
切
R
〔
の
、
－
＼
y
神
4
サ
6
藩
渇
加
肉
俺
o
伶
G
o
O
伴
卿
〕

　
こ
の
こ
と
は
、
決
定
ル
ー
ル
々
の
下
で
、
支
持
者
の
集
合
は
政
策
を
実
施
す
る
に

足
る
だ
け
の
大
き
さ
だ
が
、
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
は
こ
の
集
合
に
含
ま
れ
な
い
場

合
の
集
合
の
集
合
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
彼
が
反
対
し
た
政

策
提
案
が
実
施
さ
れ
る
の
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合

も
、
輪
を
β
に
お
け
る
支
持
の
集
合
の
数
と
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
定
式
化
で
き

華　
　
　
　
識
∴
　
　
（
ミ
ー
一
）
、

　
　
3
“
鋼
＼
、
〔
（
荊
H
）
1
＼
〕
、
（
も
し
＼
ー
§
乏
自
ー
。
）

　
そ
し
て
、
結
果
β
の
期
待
頻
度
は
覇
と
し
て
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
≧
切

　
　
肉
切
“
》
r
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
八
八
一
）



表3　EBについての値

1211109876543
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理

、
＼

＼
、
尭

．43　　　　．47　　　　．48　　　　．49　　　．50一　　　．50一　　　．50一　　　．50一　　　。50一　　　．50一

．14　　　．27　　　．36　　　．41　　．45　　　．47　　　．48　　　．49　　　．50一　　．50一

．00　　　　．07　　　　．16　　　　．25　　　．33　　　　．35　　　　．43　　　　．46　　　　．47　　　　．48

　　　　　　．00　　　　．03　　　　．10　　　．17　　　　．25　　　　．32　　　　．37　　　　．41　　　　。44

　　　　　　　　　　　　　．00　　　　．02　　　．06　　　　．11，　　．18　　　　．25　　　　．31　　　　．36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　　．01　　　　．03　　　　．07　　　　．13　　　　．19　　　　．25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　　　．00十　　．02　　　　．05　　　　．09　　　　．14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　　　．00十　　．01　　　　．03　　　　．06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　　　．00十　　．01　　　　．02

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　　　．00十　　　．00十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00　　．00十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00

1
2
3
4
5
6
7
8
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1
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三
六
　
　
（
八
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旨
｝
一
　
　
（
ミ
ー
一
）
、

　
　
軸
㍉
劉
一
■
）
よ
〕
、
（
歪
＼
芸
き
巷
）

　
　
　
　
　
　
　
曽
－
一

　
こ
の
公
式
に
よ
り
結
果
β
の
起
こ
る
期
待
頻
度
鰯
に
つ
い
て
計
算
し
た
も
の
が
表

3
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
現
と
均
に
つ
い
て
の
図
は
、
次
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で

き
ゐ
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
の
規
模
に
は
か
か
わ
ら
ず
、
鳶
の
値
に
従
つ
て
且
と
β

の
頻
度
は
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
々
の
値
が
中
心
点
（
々
が

丑
2
の
と
こ
ろ
）
で
大
ぎ
く
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
且
と
β
の
カ
ー
ブ
は
全
く
対
称

の
型
を
と
り
0
か
ら
二
分
の
一
ま
で
の
間
で
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
図
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
且
が
増
加
す
れ
ば
、
β
が
減
少
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
β
に

と
つ
て
の
最
小
と
は
刃
に
と
つ
て
の
最
大
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
「
合
意
に
よ
る
ル
ー
ル
（
神
“
ミ
）
で
は
、
人
は
彼
が
好
ま
な
い
提

案
を
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
（
肉
ヒ
。
u
。
）
が
、
彼
自
身
の
提
案

が
し
ば
し
ば
敗
れ
る
（
肉
」
目
。
・
q
）
の
で
あ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
の
発
議
権
を
認
め
る
ル
ー
ル
で
は
（
神
H
一
）
、
構
成
員
は
彼
が
支
持
す
る
提
案

は
常
に
可
決
す
る
（
肉
＞
“
。
）
が
、
彼
が
反
対
す
る
提
案
の
多
く
も
可
決
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

こ
と
（
肉
切
呂
◎
で
あ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
最
適
の
決
定
ル
ー
ル
と
は
ハ
と
β
の
期
待
頻
度
の
合
計

を
最
小
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
表
4
に
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
、
次
の
理



図1　結果遵とBが発生する期待頻度（％＝12，々＝1一・12）
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図2　結果且とBが起きる合計の期待頻度（％は下に示したとおりた＝1…％）
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八
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四
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論
が
導
き
だ
さ
れ
る
。

　
　
　
委
員
会
の
構
成
員
の
数
が
奇
数
の
時
に
は
、
多
数
決
（
過
半
数
）

　
　
が
唯
一
、
ハ
と
β
の
合
計
頻
度
を
最
小
に
し
、
委
員
会
の
構
成
員
の

　
　
数
が
偶
数
の
時
に
は
、
多
数
決
は
二
分
の
一
と
最
小
値
を
と
も
に
と

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
る
こ
と
に
な
る
。

　
君
と
β
の
頻
度
の
合
計
は
図
2
の
よ
う
な
形
と
な
り
、
多
数
決
お
よ

び
、
そ
の
近
く
で
低
く
な
り
、
合
意
、
あ
る
い
は
逆
に
個
人
の
発
議
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

認
め
る
場
合
に
増
加
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
命
題
が
見
い
出
さ
れ
る
。

　
　
命
題
1
　
奇
数
の
構
成
員
か
ら
な
る
委
員
会
に
お
い
て
は
、
最
適
の

6　
　

P
D
　
，
K

　
レ

4
ノ
　
「

3
ル

　
定

2
決

1

決
定
ル
ー
ル
は
多
数
決
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
分
の
n
に
二
分
の

一
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
醤
　
一
　
　
　
醤
＋
旨

　
　
軸
〔
知
嵐
〕
“
1
＋
ー
堕
図
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
N
　
　
　
　
N

命
題
2
　
偶
数
の
構
成
員
か
ら
な
る
委
員
会
に
お
い
て
は
最
適
の
決

定
ル
ー
ル
は
多
数
決
（
過
半
数
）
か
多
数
決
か
ら
一
減
じ
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
分
の
n
に
一
加
え
た
も
の
か
、
単
純
に
二
分

の
％
で
あ
る
。

　
　
神
〔
鄭
嵐
〕
“
播
＋
ご
図
㌶
檸

　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
N



　
　
命
題
3
　
い
か
な
る
政
治
的
委
員
会
に
お
い
て
も
、
多
数
決
は
、
こ
こ
に
提
示
し
た
モ
デ
ル
を
所
与
と
す
れ
ぽ
、
い
か
な
る
代
替
的
な
決
定

　
　
ル
ー
ル
よ
り
も
良
い
（
す
な
わ
ち
、
最
適
で
あ
る
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
考
察
し
て
く
る
と
、
決
定
ル
ー
ル
は
、
そ
の
値
が
一
か
ら
n
ま
で
を
同
一
の
基
準
の
上
で
比
較
が
で
ぎ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ

こ
で
の
主
張
は
、
い
か
な
る
多
数
決
の
議
論
よ
り
も
一
般
的
な
性
質
を
も
つ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
正
統
性
の
根
拠
は
他
の
代
替

的
な
決
定
ル
ー
ル
と
の
比
較
の
上
で
の
結
論
で
あ
り
、
そ
こ
で
仮
定
L
た
も
の
は
個
人
の
価
値
と
集
合
的
選
択
に
つ
い
て
の
最
適
の
関
連
性
を
探

ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
よ
り
独
断
的
な
、
あ
る
い
は
全
体
的
な
仮
定
よ
り
も
明
確
に
理
論
化
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
の
で
あ
る
。
で

は
、
こ
こ
に
表
わ
れ
た
多
数
決
の
も
つ
特
徴
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
多
数
の
者
が
少
数
の
者
の
票
に
よ
つ
て
敗
れ
る
可
能
性
を
排
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
決
定
ル
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
き
た
レ
ー
の
理
論
は
、
他
の
決
定
ル
ー
ル
と

の
比
較
の
上
で
、
多
数
決
の
も
つ
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
先
駆
的
か
つ
、
代
表
的
な
理
論
化
と
い
え
る
。
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い
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U
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す
で
に
示
し
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A
、
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、
C
、
D
に
対
応
し
て
、
、
〔
肉
、
菖
“
、
卸
㌧
〔
載
歯
〕
艮
》
噛
㌔
〔
趨
歯
〕
“
、
h
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㌔
〔
亀
菖
H
、
・
と
規
定
す
る
こ
と
も
で
ぎ
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こ
の
計
算
を
レ
ー
の
方
法
を
用
い
て
解
説
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
公
式
自
体
は
組
合
せ
と
集
合
の
定
義
よ
り
導
き
出
さ
れ
る
。
規
模
～
の
支
持
集
合
の
数
は
、
組
合

せ
の
公
式
に
よ
つ
て
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。
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決
定
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ー
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原
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集
合
の
定
義
に
従
い
、
こ
こ
で
一
般
化
し
た
構
成
員
（
国
晩
o
）
を
含
む
い
か
な
る
規
模
！
の
組
合
せ
を
見
つ
け
出
す
と
す
る
。
も
し
、
こ
の
構
成
員
が
規
模
！
の
あ
る
集
合
に
属

　
　
し
て
い
る
と
す
る
と
、
残
り
の
醤
1
一
人
が
、
1
一
の
規
模
の
集
合
に
組
合
わ
さ
れ
る
数
を
計
算
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
よ
つ
て
、
箆
と
！
か
ら
一
ず
つ
減
じ
た
も
の
が
、

　
　
こ
こ
で
の
式
と
な
る
。
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欄

　
　
こ
の
式
は
、
そ
の
構
成
員
を
含
む
規
模
～
の
支
持
の
集
合
が
い
く
つ
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
た
よ
り
小
さ
い
規
模
～
の
集
合
の
す
べ
て
の
事
例
の
合
計
を
知
る

　
　
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
が
ー
か
ら
（
神
ー
一
）
ま
で
の
値
を
と
つ
た
時
の
合
計
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。
よ
つ
て
求
め
る
式
は
次
の
通
り
と
な
る
。
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o
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因
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一
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（
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こ
れ
も
（
6
）
の
計
算
方
法
と
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
規
模
！
の
集
合
が
、
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
（
国
凶
o
）
を
含
ま
な
い
場
合
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ミ
ー
一

　
　
人
が
規
模
！
の
集
合
に
組
合
さ
れ
る
数
を
計
算
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
場
合
、
～
は
々
か
ら
（
醤
i
一
）
の
値
を
と
る
も
の
と
す
る
。
よ
つ
て
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。
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四

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
レ
ー
の
決
定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
理
論
は
、
ア
ロ
ー
の
「
不
可
能
性
の
定
理
」
と
異
な
り
、
一
般
に
存
在
す
る
多
数
決
や
全
員

一
致
に
つ
い
て
の
印
象
を
む
し
ろ
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
ア
・
1
の
理
論
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
一

つ
の
特
徴
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
理
論
を
そ
の
後
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
努
力
が
払
わ
れ
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
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ー
チ
ス
（
空
。
富
巳
甲
9
三
の
）
、
ウ
ェ
ー
ド
・
バ
ッ
ジ
ャ
ー



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
≦
区
。
≦
●
切
区
鴨
『
）
、
ノ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
2
。
§
撃
一
あ
9
。
富
5
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
プ
ロ
ッ
ト
（
雲
畳
窃
塑
＝
。
ε
達

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
レ
ー
の
理
論
自
体
が
一
つ
の
完
結
性
を
も
つ
た
も
の
な
の
で
、
全
く
新
し
い
発
見
が
数
多
く
な
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
た
だ

し
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
レ
ー
の
理
論
は
確
率
的
思
考
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
仮
定
皿
と
し
て
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
各
構
成
員
が
提
案

を
支
持
す
る
か
否
か
の
確
率
は
、
二
分
の
一
と
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
各
個
人
の
支
持
す
る
か
否
か
の
確
率
が

0
か
ら
ー
ま
で
の
間
の
値
を
と
る
一
般
的
な
理
論
と
し
て
証
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
テ
ー
ラ
ー
に
よ
つ
て
証
明
さ
れ
、
補
註
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
ス
ト
レ
イ
フ
ィ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
確
率
の
値
と
は
独
立
に
レ
ー
の
理
論
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
レ
ー
の
議
論
は
確
率
を
も
ち
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
中
心
の
テ
ー
マ
は
、
々
の
値
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
E
（
肉
臥
＋
肉
b
）
と
し
て
表

わ
し
た
、
構
成
員
に
と
つ
て
望
ま
し
く
な
い
事
態
の
起
き
る
頻
度
が
ど
う
な
る
か
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
各
構
成
員
が
あ
る
提
案
を
支
持

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
確
率
が
、
レ
ー
の
言
う
二
分
の
一
で
は
な
く
、
い
か
な
る
値
を
と
つ
て
も
こ
の
理
論
が
成
立
す
る
と
す
る
（
確
率
の
値

と
は
独
立
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
）
な
ら
欠
点
で
は
な
く
、
』
般
化
の
形
で
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
理
論
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
多
数
決
が
各
構
成
員
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
事
態
が
起
き
る
頻
度
E
を
最
小
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
通
常
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
偶
数
と
奇
数
の
場
合
で
結
果
は
違
つ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
奇
数

の
場
合
に
明
ら
か
に
多
数
決
が
E
の
最
小
値
を
と
る
が
、
偶
数
の
場
合
に
問
題
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
、
偶
数
の
場
合
の
問
題
と
は
、
可
否
同
数
の

場
合
発
生
す
る
行
ぎ
詰
ま
り
（
8
且
一
。
鼻
）
と
い
う
良
く
知
ら
れ
て
い
る
問
題
の
他
に
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
、
過
半
数
（
嘩
＋
一
）
の
他
に
、

二
分
の
η
も
同
じ
く
最
適
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
モ
デ
ル
に
従
う
限
り
、
半
数
の
場
合
も
、
E
の
値
を
最
小
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
問
題
点
は
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
賛
否
い
ず
れ
の
意
見
を
採
用
す
べ
き
か
の
根
拠
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
偶
数
に
お
い
て
は
、
多
数
決
が
唯
一
の
最
適
決
定
ル
ー
ル
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
モ
デ
ル
以
外
の
理
論
的
根
拠
、
す
な
わ

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
八
八
七
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
八
八
八
）

ち
、
現
実
性
に
基
づ
い
て
賛
否
い
ず
れ
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
実
効
性
あ
る
決
定
ル
ー
ル
と
し
て
多
数
決
が
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
レ
ー
の
理
論
が
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
彼
が
別
の
論
文
で
論
じ
て
い
る
「
民
主
的
制
度
の
条
件
」
と
も
関
連
性
を
も
つ
。
つ
ま
り
、
こ
こ

に
お
い
て
引
き
出
さ
れ
た
結
論
は
、
「
あ
る
制
度
は
、
も
し
仮
に
、
お
こ
り
う
る
最
も
大
き
い
敗
者
連
合
（
い
日
貴
）
が
、
お
こ
り
う
る
最
も
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
決
定
連
合
（
U
且
昌
）
よ
り
も
（
少
な
く
と
も
一
つ
だ
け
）
小
さ
い
場
合
に
限
つ
て
、
純
粋
に
民
主
主
義
的
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
と
同
一
の
立
場

に
立
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
数
決
に
お
い
て
は
、
最
も
大
き
い
敗
者
連
合
が
、
最
小
の
決
定
連
合
よ
り
も
小
さ
い
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

民
主
的
制
度
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
間
題
は
数
多
く
存
在
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　表5　不満足者の数

反映ない声の数　　　最大の敗者連合
　（π一た）　　　（Lmax認た一1）

0
　
1
轟
　
2
　
　
3
　
4
　
F
D
　
6

6
　
F
D
　
4
　
Q
」
　
ワ
一
　
1
　
0

々
　
1
2
3
4
5
6
7

T4

る不満足者（π一々，々一1）戻i

　　　　　　　　　　主

／　　1
に
つ
い
て
の
議
論
と
対
立
す
る
側
面
を
も
つ
。
つ
ま
り
　
こ
の
よ
う
な
主
張
の

k－1

　　　　　　　　Tβ

（銘＝7のとき）

図3　決定ルールκにおけ

n－k｛

k

nk

n

1

1

「
民
主
的
価
値
」
と
は
「
で
き
る
だ
け
多
数
の
声
が

政
策
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方

に
集
約
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
少
数
決

の
場
合
は
別
と
す
れ
ば
、
多
数
決
に
お
い
て
は
少
数

者
の
声
は
政
策
に
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
全

員
一
致
な
い
し
、
そ
れ
に
近
い
決
定
ル
ー
ル
に
お
い

て
は
無
視
さ
れ
る
少
数
者
が
ゼ
・
ま
た
は
、
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
少
な
い
の
で
、
よ
り
民
主
的
だ
と
い
う
発
想
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
一
見
す
る
と
こ
ろ
、
表
5
の
よ
う
に

多
数
決
よ
り
も
全
員
一
致
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
無
視

さ
れ
る
声
の
数
は
少
な
く
な
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ



が
、
こ
れ
は
全
員
一
致
が
成
立
し
た
場
合
に
限
つ
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
全
員
一
致
の
ル
ー
ル
（
醤
”
勘
）
で
は
、
敗
れ
る
場
合
の
最
大
の
敗

者
連
合
は
（
ぴ
日
蹟
“
ミ
ー
一
）
と
な
り
、
そ
れ
は
、
多
数
決
の
場
合
の
敗
者
連
合
よ
り
も
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
決
定

ル
ー
ル
に
お
け
る
敗
者
の
組
合
せ
は
〒
一
9
ム
と
な
り
、
そ
し
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
合
計
η
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
ー
一
）
、

　
　
3
－
．
9
－
．
“
奄
り
一
）
、
（
勘
u
閲
）
、

　
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
敗
者
の
組
合
せ
は
、

　
　
　
　
神
『
一
　
　
　
（
醤
1
一
■
）
、

　
　
S
』
H
図
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
、
ユ
（
、
1
一
）
、
（
ミ
ー
、
）
、

　
こ
れ
は
レ
ー
の
理
論
に
お
け
る
翫
と
同
一
の
値
を
と
る
こ
と
に
な
る
（
、
n
、
と
す
る
と
）
。

　
ま
た
、
逆
に
決
定
ル
ー
ル
々
が
ー
の
時
の
最
大
と
な
る
反
映
さ
れ
な
い
声
、
す
な
わ
ち
そ
の
決
定
を
阻
止
で
き
な
か
つ
た
敗
者
連
合
は
（
u
ヨ
貰

”
醤
i
勘
u
醤
1
一
）
と
な
り
、
そ
の
場
合
の
組
合
せ
の
合
計
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
醤
－
一
。
3
㌔
3
吉
。
㌔
聾

　
　
　
　
　
款
ー
一
　
　
（
醤
ー
一
）
、

　
　
　
亭
”
鋼
煮
ヨ

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
も
レ
ー
の
理
論
輪
に
相
当
す
る
（
、
“
、
と
す
る
と
）

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
単
に
反
映
さ
れ
な
い
声
だ
け
で
な
く
、
反
映
さ
れ
な
い
声
の
組
合
せ
お
よ
び
決
定
を
阻
止
で
ぎ
な
か
つ
た
敗
者
連
合

の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
れ
標
、
レ
ー
の
理
論
と
同
じ
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
員
一
致
に
お
い

て
、
不
満
足
な
者
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
全
員
一
致
の
ル
ー
ル
を
採
用
す
れ
ば
、
多
数
に
よ
る
連
合
で
あ
つ

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
八
八
九
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
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成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
八
九
〇
）

て
も
、
一
人
の
反
対
に
よ
つ
て
成
立
し
な
い
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
示
し
た
レ
ー
の
理
論
に
問
題
か
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
少
数
決
の
方
法
も
、
す
べ
て
の
構
成
員
に
発
議
権
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
場
合
よ
り
も
、
次
の
例
の
方
が
よ
り
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

　
　
①
独
裁
　
一
人
の
構
成
員
P
が
、
そ
の
団
体
よ
り
選
定
さ
れ
て
い
て
、
提
案
は
仮
に
P
が
承
認
し
た
場
合
に
限
り
、
承
認
さ
れ
る
。

　
　
②
寡
頭
制
　
n
人
よ
り
も
小
さ
い
部
分
集
合
窺
が
そ
の
団
体
よ
り
選
定
さ
れ
て
い
て
、
決
定
は
こ
れ
ら
の
卿
人
に
よ
り
、
一
定
の
決
定
ル
ー

　
　
　
ル
の
下
に
な
さ
れ
る
。
残
り
の
構
成
員
は
“
ダ
ミ
ー
”
で
あ
り
、
そ
の
決
定
に
は
発
言
権
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
レ
ー
の
理
論
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
各
構
成
員
の
平
等
の
発
議
権
が
あ
る
少
数
決
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

「
あ
る
日
の
独
裁
者
」
に
な
る
機
会
が
平
等
で
あ
る
よ
う
な
例
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
決
定
ル
ー
ル
々
は
ー
で
あ
る

と
す
る
と
、
そ
の
決
定
を
阻
止
で
き
な
か
つ
た
者
の
数
の
最
大
値
は
（
ミ
ー
一
）
と
な
る
。
ま
た
、
も
し
仮
に
独
裁
者
が
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
か
、

あ
る
い
は
こ
の
犯
人
の
外
部
に
独
裁
者
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
不
満
足
に
な
る
者
の
数
の
最
大
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
醤
ー
一
）
と
n
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

す
な
わ
ち
、
独
裁
者
と
他
の
構
成
員
が
た
ま
た
ま
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
期
待
し
て
ル
ー
ル
を
構
成
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
た
だ
し
、
現
実
的
に
は
、
「
少
数
決
」
の
ル
ー
ル
に
よ
つ
て
何
ら
か
の
政
策
が
決
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
“
独
裁
”
を
除
け
ば

あ
ま
り
あ
る
と
は
い
え
ず
、
少
数
者
に
よ
つ
て
決
定
が
阻
止
さ
れ
る
例
を
考
慮
す
る
方
が
理
解
し
や
す
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
よ
り
も
重
要
か
つ
、
今
後
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
次
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑥
委
員
会
制
度
　
雑
人
よ
り
小
さ
い
部
分
集
合
鋭
が
、
そ
の
団
体
よ
り
選
出
さ
れ
、
提
案
は
こ
の
窺
人
の
多
数
と
、
そ
の
団
体
全
体
の
双
方

　
　
　
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
単
に
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
、
政
党
と
議
会
の
関
連
、
あ
る
い
は
代
表
制
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
。
一
般
の
政
党
政
治
と
は

こ
こ
で
示
し
た
レ
ー
の
理
論
の
よ
う
に
直
接
に
政
策
提
案
に
つ
い
て
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
代
表
選
出
を
行
い
（
そ
の
手
続
き
は
、
レ
ー
の
理
論



の
政
策
提
案
に
つ
い
て
と
同
じ
で
あ
る
が
、
候
補
者
が
三
人
以
上
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
別
の
問
題
が
発
生
す
る
）
、
そ
の
代
表
が
政
策
に
つ
い
て
の
投
票

を
行
う
と
い
う
制
度
に
な
つ
て
い
る
。
そ
の
場
合
も
、
政
党
内
で
多
数
を
占
め
た
政
策
提
案
や
侯
補
者
が
議
会
で
の
投
票
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
う
よ
う
に
何
段
階
か
の
間
接
的
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
お
け
る
、
各
段
階
を
通
過
す
る
ご
と
の
「
権
力
の
減
少
」
（
ぎ
器
9

勺
。
毛
震
）
と
い
う
こ
と
は
興
味
あ
る
研
究
対
象
で
あ
る
が
、
代
表
の
概
念
を
、
こ
の
モ
デ
ル
の
中
で
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
議
員
と
は
「
全
国
民
を
代
表
」
す
る
と
考
え
、
か
つ
選
挙
区
と
の
関
連
を
考
え
な
く
て
す
む
と
す
る
な
ら
、

代
表
は
選
挙
区
の
有
権
者
の
意
向
と
は
独
立
に
行
動
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
各
段
階
ご
と
の
決
定
と
は
独
立
の
ゲ
ー

ム
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
レ
ー
の
理
論
が
示
す
決
定
ル
ー
ル
を
各
段
階
で
作
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
代
表
は

選
挙
区
、
あ
る
い
は
選
出
母
体
の
意
向
を
何
ら
か
の
形
で
反
映
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
選
挙
区
の
多
数
意
見
に
拘
束
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
想

定
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
に
は
、
ど
の
程
度
の
拘
束
力
を
も
た
せ
る
か
が
問
題
と
な
り
、
「
権
力
の
減
少
」
と
も
関
連

し
て
く
る
。

　
そ
れ
に
比
べ
た
ら
、
政
党
内
の
決
定
と
議
会
と
の
関
連
の
方
が
単
純
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
般
的
に
は
、
多
数
決
を
二
度
行
う
こ
と
で
解
決
で

き
る
問
題
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
と
は
い
え
な
い
。
多
数
党
に
お
け
る
決
定
が
、
そ
の
構
成
員
を
拘
束
す
る
時
は
比
較
的
単
純
で

あ
り
、
多
数
党
は
通
常
は
議
会
で
勝
つ
。
し
か
し
、
党
の
決
定
に
つ
い
て
の
拘
束
力
が
弱
い
場
合
は
、
弱
く
な
る
に
つ
れ
、
全
く
別
の
独
立
し
た

決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
て
、
も
う
一
度
、
レ
ー
の
理
論
を
考
え
て
み
る
と
、
興
味
あ
る
問
題
が
残
つ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ

の
委
員
会
に
お
け
る
党
派
性
の
問
題
で
あ
り
、
あ
る
党
派
の
数
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
の
理
論
の
前
提
ば
政
策
に
つ
い
て
は
「
不
知

の
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
条
件
で
あ
つ
た
が
、
暗
黙
に
、
数
に
つ
い
て
も
「
不
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
を
条
件
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
も
し
、
自
分
の
属
す

る
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
知
つ
て
い
た
ら
、
と
る
べ
き
決
定
ル
ー
ル
は
明
確
に
定
ま
る
。
も
ろ
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
を
前
提
に
レ
ー
の

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
八
九
一
）
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図4　自分のゲルーブの人数（σ）を知つている

　　　時とるべきんについての戦略
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理
論
が
で
ぎ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
分
達
の
グ
ル
ー
プ
を
不
利
に
し
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

う
戦
略
が
採
用
さ
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
彼
が
多
数
派

に
属
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
す
な
わ
ち
、
図
3
の
中
で
9
の
グ
ル
㌧
フ
に
い
る
と
し
た

ら
、
と
る
べ
ぎ
決
定
ル
ー
ル
々
は
醤
－
心
く
為
い
q
で
あ
る
（
図
に
お
い
て
は
々
が
4
で
あ

る
場
合
が
最
適
の
戦
略
と
な
る
）
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
範
囲
で
あ
る
限
り
、
少
数
者
（
醤
－

心
）
は
、
い
か
に
努
力
し
て
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
（
心
く
神
広
醤
）
の
範
囲

を
選
ん
だ
の
で
は
（
例
え
ば
削
）
、
自
分
達
よ
り
も
多
い
人
数
が
必
要
と
な
り
、
必
ず
勝

て
る
保
障
は
な
い
。
逆
に
、
少
数
者
が
と
り
う
る
戦
略
は
（
o
〈
神
撚
醤
－
心
）
で
あ
る

か
（
例
え
ば
解
）
、
（
嶋
く
勘
臥
醤
）
の
範
囲
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
者
に
対
抗
す
る

に
は
、
少
数
決
に
も
ち
こ
み
、
多
数
者
も
同
列
に
お
き
少
数
者
の
発
議
権
を
認
め
さ
せ

る
か
、
逆
に
少
数
者
が
存
在
す
る
限
り
決
定
を
阻
止
し
て
、
拒
否
権
と
同
様
の
効
果
を

発
揮
す
る
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
決
定
ル
ー
ル
を
決
め
る
「
立
憲
的
選
択
」
に
際
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
人
数
（
9
）
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
と

る
べ
き
決
定
ル
ー
ル
々
が
逆
に
決
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
π
人
中
に
存
在
す
る
各
グ
ル
ー
プ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
「
不
確
実
」
で
あ
り

「
不
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
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こ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
論
じ
て
あ
る
の
で
次
の
論
文
参
照
の
こ
と
。
拙
稿
「
多
数
決
原
理
と
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ご
（
『
法
学
研
究
』
五
二
巻
四
号
）
五
八
頁
。

五

　
こ
こ
で
論
じ
て
き
た
こ
と
ば
決
定
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
作
る
た
め
の
原
理
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
ル
ー
ル
や
原
則
は
で
ぎ
う
る
限
り

明
確
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
無
矛
眉
体
系
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
多
数
決
に
つ
い
て
の
ア
ロ
ー
の
理
論
も
こ
の
無
矛
盾
性
に
つ

い
て
の
挑
戦
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
論
ず
る
「
多
数
決
」
を
、
他
の
ル
ー
ル
と
の
比
較
の
上
で
、
よ
り
そ
の
性
格

を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
が
レ
ー
の
理
論
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
単
に
多
数
決
の
み
な
ら
ず
他
の
ル
ー
ル
を
も
、
ぎ
わ
め
て
単
純
な
前

提
で
あ
る
、
自
分
の
好
む
政
策
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
と
、
自
分
の
嫌
う
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
と
の
頻
度
と
し
て
浮
ぎ
ぽ
り
に
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
多
数
決
を
厚
最
良
”
あ
る
い
は
“
最
適
”
と
呼
ぶ
の
は
根
拠
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
般
に
多
数
決
に
対
す
る
攻
撃
は
、
別
の
角
度
か
ら
の
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
（
9
ユ
ω
畠
日
三
）

に
よ
る
次
の
よ
う
な
主
張
は
、
最
も
異
質
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
個
々
の
市
民
が
完
全
な
秘
密
と
完
全
な
孤
立
の
状
態
に
お
い
て
、
つ
ま
り
私
的
生
活
と
無
責
任
の
範
囲
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
な
し
に
、

　
　
「
保
護
規
定
」
に
よ
つ
て
他
人
か
ら
「
監
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
ー
ド
イ
ツ
共
和
国
選
挙
法
が
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
f
投
票
を
行

　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
八
九
三
）



　
　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
八
九
四
）

　
　
い
、
そ
し
て
個
々
の
投
票
が
記
録
さ
れ
、
算
術
的
多
数
が
計
算
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
に
お
い
て
の
み
、
人
民
が
そ
の
意
志
を
発
表
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
は
非
民
主
主
義
的
な
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
自
由
主
義
諸
原
則
と
の
混
合
の
結
果
発
生
し
た
と
こ
ろ
の
観

　
　
念
で
あ
る
。
…
…
一
億
の
私
的
な
人
々
の
一
致
し
た
意
見
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
は
人
民
の
意
志
で
も
世
論
で
も
な
い
。
人
民
の
意
志
は
半
世

　
　
紀
以
来
極
め
て
綿
密
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
統
計
的
な
装
置
に
よ
つ
て
よ
り
も
喝
采
（
8
。
富
ヨ
彗
。
）
に
よ
つ
て
、
す
な
わ
ち
反
論
の
余
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
許
さ
な
い
自
明
の
も
の
に
よ
る
方
が
、
い
つ
そ
う
よ
く
民
主
主
義
的
に
表
現
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
喝
采
が
古
代
ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
起
源
を
も
つ
ド
イ
ッ
社
会
に
根
ざ
す
「
伝
統
的
」
な
も
の
か
否
か
は
問
わ
な
い
が
、
こ
の
シ

ュ
ミ
ッ
ト
の
「
投
票
」
や
多
数
の
計
算
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
単
に
多
数
決
に
代
わ
る
べ
き
「
全
員
一
致
」
を
目
指
す
と
い
う
よ
う
な
議
論
の
範

囲
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
や
「
自
由
主
義
」
、
あ
る
い
は
レ
ー
の
理
論
の
前
提
と
し
た
「
政
治

的
平
等
」
の
定
義
な
ど
に
、
こ
と
ご
と
く
対
立
す
る
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
質
的
」
な
も
の
を
「
量
的
」
に
把
握
す
る
こ
と

自
体
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
レ
ー
の
理
論
と
は
基
礎
に
お
い
て
異
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
数
決
や
「
民
主
主
義
」
の
批
判
や
、
一
般
的
議
論
は
、
レ
ー
の
理
論
の
よ
う
に
、
基
準
や
条
件
が
明
確
で
は
な
い
場
合
が
多

く
、
比
較
検
討
が
不
可
能
と
い
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
レ
ー
の
示
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
分
析
は
意
義
あ
る
も
の
で
あ

る
。
リ
ン
カ
ー
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
全
員
一
致
は
不
可
能
で
あ
り
、
少
数
決
の
ル
ー
ル
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
数
決
原
理
の
拒
否
は
何

ら
か
の
無
政
府
主
義
か
専
制
主
義
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
明
確
な
形
で
レ
ー
は
理
論
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
基
準
お

よ
び
条
件
、
仮
定
の
明
確
化
に
よ
り
、
は
じ
め
て
理
論
化
と
決
定
ル
ー
ル
相
互
の
比
較
が
可
能
と
な
り
、
時
と
し
て
、
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
の
よ
う
な
異

質
の
議
論
も
ど
の
条
件
に
対
す
る
批
判
か
を
探
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
O
”
二
ω
o
び
ヨ
凶
9
b
皆
O
亀
駄
塁
幡
鴨
。
。
ら
ミ
q
ミ
～
詩
ぎ
ト
貸
題
b
塁
憩
ミ
む
§
、
ミ
奪
ミ
驚
ミ
ミ
ぴ
§
黛
⇔

　
素
之
訳
『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
的
地
位
』
（
み
す
ず
書
房
）
二
九
頁
。

（
切
R
一
冒
”
U
q
旨
o
一
｛
霞
俸
国
＝
日
亘
9
」
0
8
」
8
0
y
稲
葉



へ
2
）
多
数
決
の
歴
史
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
・
ー
マ
法
的
起
源
、
あ
る
い
は
ゲ
ル
マ
ン
社
会
の
全
員
一
致
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
田
実
秀
『
多
数
原
理
の
研
究
』
（
有

　
　
斐
閣
）
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

補
註
ー
　
レ
ー
の
理
論
を
一
般
化
し
た
M
．
テ
ー
ラ
ー
の
証
明
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
結
果
且
が
起
き
る
場
合
一
般
化
さ
れ
た
構
成
員
（
国
α
q
o
）
を
含
む
規
模
～
の
支
持
の
集
合
の
数
は
次
の
よ
う
に
公
式
化
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醤
1
一
）
回

　
　
　
　
　
　
“
日
一
】
尺
副
1
、
）
回

そ
の
よ
う
な
規
模
！
の
支
持
集
合
が
発
生
す
る
確
率
は
辱
、
（
一
ー
、
）
・
，
、
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
閣
閃
o
を
含
む
規
模
～
の
支
持
集
合
が
発
生
す
る
確
率
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醤
」
）
回
　
黛
（
一
志
）
ミ

　
　
　
　
　
　
　
（
、
1
一
）
岡
（
ミ
ー
、
）
回

こ
う
し
て
、
結
果
且
の
確
率
は
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
雫
置
－
繋
甲
｝
W
…
（
ヤ
、
）
「
・
特
、
（
7
嘗
、

同
様
に
結
果
β
の
確
率
に
つ
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
評
ー
断
．
k
ミ
ム
）
回
　
ー
…
㌧
、
（
一
志
）
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
轟
　
、
一
（
醤
ー
、
1
一
）
旧

こ
こ
で
、
、
』
と
㌔
b
の
合
計
P
を
最
小
に
す
る
h
を
見
つ
け
る
た
め
に
P
を
簡
単
な
形
に
す
る
と
。

　
　
　
　
　
　
マ
置
醤
激
・
礁
品
…
（
ヤ
、
）
憎
も
、
（
一
－
㌧
）
・
－
、

　
　
　
　
　
　
　
　
－
置
（
黛
－
一
）
解
｝
W
罫
－
、
）
圓
・
特
、
（
、
－
嘗
、

そ
し
て
、
醗
．
（
蕊
ー
」
隠
　
　
　
　
　
・
辱
、
（
一
－
辱
￥
く
を
特
』
に
は
加
え
、
切
か
ら
は
引
く
と
、
、
睡
、
＞
＋
、
b
は
不
変
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
式
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
、
↓
（
、
1
一
）
回
（
ミ
ー
、
）
回

　
　
　
　
　
　
　
下
遭
（
州
瀧
塞
欝
靖
、
＋
週
（
琳
占
）
・
昨
比
束
寵
嶋
脂
、

そ
う
す
る
と
右
辺
の
第
一
項
は
々
と
は
独
立
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
P
を
最
小
に
す
る
た
め
に
は
第
二
項
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
沁
（
神
）
と
し
て
書
き
変
え
る
と
。

　
　
　
　
　
　
肉
（
神
）
－
運
（
醤
－
腫
、
）
・
、
聾
よ
「
も
、
（
一
－
㌧
）
ミ

　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
八
九
五
）



　
　
決
定
ル
ー
ル
の
構
成
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
八
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ド
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
図
q
（
＼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
”
ヤ

こ
こ
で
、
々
に
つ
い
て
肉
（
神
）
を
最
小
に
す
る
こ
と
を
！
の
合
計
に
つ
い
て
の
出
発
点
と
す
る
。

　
O
（
、
）
は
ノ
を
含
む
三
要
素
か
ら
成
る
。
二
番
目
の
（
§
ー
一
と
ミ
（
醤
1
、
と
は
す
べ
て
の
！
の
値
に
つ
い
て
正
と
な
る
O
〈
》
〈
一
と
仮
定
す
る
と
三
番
目
の
黛
（
一
ー
》
）
・
く

も
す
べ
て
の
ノ
に
つ
い
て
正
と
な
る
。
す
る
と
、
第
一
番
目
の
§
1
噸
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ノ
は
ー
か
ら
ミ
ー
一
ま
で
の
整
数
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
〈
％
が
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

数
の
場
合
V
（
醤
－
黛
）
は
＼
〈
1
（
醤
＋
一
）
の
と
き
正
と
な
り
　
、
y
ー
（
蕊
＋
一
）
の
と
き
負
と
な
る
。
〈
％
が
偶
数
の
場
合
V
（
ミ
ー
苗
、
）
は
、
〈
1
の
と
き
正
に
な
り
、
口
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

で
0
、
＼
V
匿
の
と
き
負
と
な
る
。
他
の
二
つ
の
要
素
は
常
に
正
で
あ
る
の
で
、
只
、
）
は
！
の
そ
れ
ぞ
れ
の
値
に
つ
い
て
の
（
醤
－
塁
）
の
と
る
符
号
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

　
　
　
　
　
N

6
（
、
）
は
（
§
ー
黛
）
の
変
化
に
よ
つ
て
の
み
符
号
を
変
え
る
4
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
肉
（
勘
）
と
は
G
（
、
）
の
合
計
で
あ
る
。
ま
た
々
の
値
に
よ
つ
て
肉
（
神
）
は
ど
ん
な
曲
線
か
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
の
と
る
最
終
値
は
（
§
1
一
）

で
あ
る
の
で
、
肉
（
醤
1
一
）
H
父
お
）
口
q
（
醤
1
一
）
と
な
り
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
q
（
§
1
一
）
は
負
で
あ
る
。
そ
し
て
、
肉
（
勘
）
は
ミ
ー
ご
醤
I
N
…
…
と
値
が
減
少
し
続
け

る
が
負
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
q
（
＼
）
が
負
で
な
く
な
る
点
は
奇
数
か
偶
数
で
異
な
る
。

　
％
が
奇
数
の
場
合

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
y
ー
（
醤
＋
一
）
の
と
き
O
（
、
）
は
負
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
勘
（
神
）
の
曲
線
は
神
“
ー
（
醤
＋
一
）
に
到
る
ま
で
減
少
し
続
け
る
。

　
　
笛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
肉
（
1
〔
§
＋
一
〕
）
〈
肉
（
1
〔
醤
＋
一
〕
＋
一
）
〈
…
…
〈
勘
（
醤
l
N
）
〈
馳
（
嵩
i
一
）

　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

q
（
＼
）
は
、
1
（
醤
1
一
）
1
一
の
と
き
に
正
と
な
る
。
そ
う
し
て
O
（
＼
）
は
ず
つ
と
正
の
値
を
と
り
、
す
べ
て
の
～
に
つ
い
て
＼
V
i
（
醤
＋
一
）
の
と
き
O
（
、
）
〉
O
と
な
る
。
々
の
値

　
　
　
　
腫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
ー
（
醤
＋
一
）
ー
一
か
ら
ー
に
到
る
ま
で
、
肉
（
鳶
）
の
値
は
単
調
に
増
加
す
る
（
も
ち
ろ
ん
負
の
ま
ま
で
あ
る
が
）
。
そ
し
て
、
誉
ロ
f
（
蕊
＋
一
）
の
と
き
肉
（
神
）
が
最
小
と
な
る
こ
と

　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

が
分
か
り
、
そ
こ
が
唯
一
の
転
換
点
で
あ
る
。

π
が
偶
数
の
場
合
、

奇
数
の
場
合
と
同
様
に
、
肉
（
神
）
は
負
の
ま
ま
単
調
に
減
少
す
る
。
そ
し
て
、
、
艮
匿
＋
一
が
転
換
点
と
な
り
、
肉
（
勘
）
は
神
に
匿
＋
一
か
ら
寿
陸
尽
に
な
つ
て
も
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
勘
（
匿
）
陸
肉
（
傭
＋
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
N

O
（
、
）
は
（
神
く
匿
の
と
き
）
、
！
の
減
少
と
と
も
に
単
調
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
、
％
が
偶
数
の
場
合
、
肉
（
神
）
は
神
”
匿
と
園
÷
一
の
点
で
最
小
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
腫

　
も
う
一
度
、
最
初
の
証
明
、
目
↓
＋
肉
（
神
）
に
も
ど
る
と
T
は
ん
に
つ
い
て
独
立
で
あ
る
の
で
、
P
は
肉
（
神
）
が
最
小
の
と
き
に
限
つ
て
最
小
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
次
の
こ
と
が
結

論
で
き
る
。



も
し
、
塁
姦
の
裏
荏
マ
窒
＋
一
）
の
と
叢
小
と
窺
蔑
塁
偶
数
の
時
に
は
、
P
慧
に
撃
“
＋
一
護
小
と
馨
．

こ
の
場
合
、
い
か
な
る
個
人
が
提
案
に
賛
成
し
て
委
員
会
が
否
決
す
る
か
、
提
案
に
反
対
し
た
の
に
、
委
員
会
が
可
決
す
る
場
合
の
確
率
は
決
定
ル
ー
ル
が
多
数
決
の
と
き
最
小
と
な

る
。
こ
れ
は
、
い
か
な
る
π
の
値
、
い
か
な
る
ρ
の
値
に
も
妥
当
す
る
。

補
註
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
こ
で
述
べ
た
テ
ー
ラ
ー
の
証
明
の
他
に
、
ス
ト
レ
イ
フ
ィ
ン
が
行
つ
て
い
る
証
明
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
ス
ト
レ
イ
フ
ィ
ン
は
レ
ー
の
基
準
を
修
正
し
て
、
確
率
の
平
均
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
。
〔
基
準
〕
”
最
良
”
の
決
定
ル
ー
ル
と
は
、
す
べ
て
の
構
成
員
に
対
し
て
、

集
合
的
決
定
が
個
人
の
決
定
と
合
致
す
ろ
確
率
の
「
平
均
」
を
最
大
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
証
明
に
入
る
前
に
議
論
の
前
提
を
設
定
す
る
と
、
N
は
π
人
の
決
定
体
の
構
成
員
の
集
合
で
あ
る
。
決
定
ル
ー
ル
と
は
、
N
の
部
分
集
合
が
提
案
の
承
認
を
保
証
す
る
も
の
と
特
定

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
定
ル
ー
ル
は
N
の
部
分
集
合
の
集
り
四
に
対
応
す
る
。
こ
の
研
に
つ
い
て
次
の
三
つ
の
条
件
が
成
り
立
つ
。
ω
鳳
伶
、
O
D
≧
m
ミ
、
働
も
し

恥
m
モ
で
、
か
つ
↓
∪
的
な
ら
ば
、
↓
m
ヌ
砂
が
ω
l
O
の
の
条
件
を
満
た
す
（
≧
ミ
）
の
組
み
は
「
単
純
ゲ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
。
四
の
中
の
集
合
を
勝
利
連
合
（
≦
ぼ
巳
昌
α
q

8
巴
三
〇
霧
）
、
四
の
中
に
入
つ
て
い
な
い
集
合
を
敗
者
連
合
（
一
〇
の
言
α
Q
8
巴
三
〇
臣
）
と
す
る
。

　
そ
こ
で
％
人
の
単
純
ゲ
ー
ム
の
一
変
形
を
「
対
称
的
多
数
決
ゲ
ー
ム
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
S
の
中
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数
が
々
に
等
し
い
か
大
き
い
と
き
、
部
分
集

　
合
吻
∩
≧
が
ミ
墓
（
一
ハ
神
く
菖
の
中
の
勝
利
連
合
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
ミ
ζ
の
中
で
す
な
わ
ち
多
数
決
が
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
童
－
鮮
λ
醤
＼
卜
。
）
＋
一
（
も
し
κ
が
偶
数
な
ら
）

　
　
　
　
　
》
艶
（
醤
＋
一
）
鳶
（
も
し
、
π
が
奇
数
な
ら
）

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
レ
ー
の
理
論
を
別
の
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
テ
ー
ラ
ー
の
証
明
と
は
異
な
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
証
明
ス
≧
ミ
）
は
銘
人
の
単
純
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
O
ム
ω
ム
§
に
つ
き
、
ミ
の
を
規
模
s
の
別
々
勝
利
連
合
の
数
と
す
る
。
す
べ
て
の
構
成
員
は
提
案
を
0
か
ら
ー
ま
で
の
間
の

確
率
ρ
で
支
持
す
る
と
仮
定
す
る
。
N
の
構
成
員
す
べ
て
に
つ
き
、
N
の
集
合
的
決
定
が
個
々
の
構
成
員
の
決
定
と
合
致
す
る
平
均
的
確
率
を
A
と
定
義
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
（
一
）
｝
（
7
》
）
＋
恥
轡
（
b
．
砺
－
嵩
）
浮
特
・
（
一
－
特
）
蕊
－
・

妻
奨
写
る
た
め
線
、
墜
0
8
と
き
浮
叢
大
写
と
が
雲
る
（
つ
ま
久
⇔
議
）
。
b
。
？
叉
。
の
と
き
浮
さ
と
馨
（
つ
ま
久
・
〈
瞬
）
．
結
果

は
ρ
の
値
と
独
立
に
成
り
立
つ
．
も
し
、
嘉
偶
勢
と
ミ
詮
轟
の
値
と
鐘
立
で
あ
る
。
£
値
を
甕
る
こ
と
な
く
、
腎
規
模
の
連
合
を
任
意
に
勝
利
連
合
と
も
、

敗
者
連
合
と
も
で
ぎ
る
。

　
こ
の
ω
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
提
案
の
支
持
者
は
規
模
s
の
い
く
つ
か
の
集
合
S
の
中
に
入
つ
て
い
る
と
ま
ず
仮
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
孟
の
値
を
計
算
し
、
そ
れ
を
』
の

と
名
づ
け
る
と
、

決
定
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ー
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（
八
九
七
）
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五
二
　
　
（
八
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
も
し
砺
m
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
』
防
睦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
よ
も
し
防
伶
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

　
仮
に
動
∩
ミ
な
ら
、
細
の
平
均
値
に
つ
い
て
、
集
団
－
個
人
の
合
致
の
確
率
は
、
S
の
中
の
s
構
成
員
に
と
つ
て
は
ー
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
3
の
中
に
入
つ
て
い
な
い
§
ー
砺

の
構
成
員
に
と
つ
て
は
0
で
あ
る
。
も
し
砺
伶
ミ
な
ら
確
率
は
逆
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
S
が
あ
る
提
案
を
支
持
す
る
構
成
員
の
実
際
の
集
合
で
あ
る
確
率
を
、
（
的
）
で
表
わ
す
。
こ
こ
で
の
確
率
の
仮
定
は
、
（
砺
）
時
㌧
・
（
一
－
辱
）
・
，
・
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
般
的

な
表
現
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
紬
㌔
ζ
（
切
）
－
馳
堂
（
一
－
蔓
，
・
＋
軸
（
醤
訓
．
）
又
一
－
蔓
，
、

最
後
に
、
規
摸
あ
勝
利
連
合
窺
蓼
の
（
帰
）
≒
最
者
連
合
奮
る
と
す
る
と
．

　
　
　
　
　
　
ヤ
学
ぐ
（
7
辱
）
ー
＋
妙
（
（
鱒
）
－
浮
）
（
講
訓
・
，
）
茎
－
管

　
　
　
　
　
　
　
誰
猶
（
醤
－
の
）
（
繍
》
（
一
－
辱
）
ー
・
＋
｝
猶
（
下
醤
）
雰
檜
（
7
嘗
・

最
初
の
項
は
提
案
に
反
対
し
た
者
の
期
待
値
で
あ
り
、
醤
（
一
－
辱
）
と
等
し
い
、
よ
つ
て
、
①
が
得
ら
れ
る
。
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